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Ⅰ．緒言（研究の背景、研究の目的） 

高齢者福祉施設ではボランティア、福祉体験、体験学習、世代間交流など、様々な教育

段階・課程の幅広い年齢層の受け入れを行っている。しかし、時代の移り変わりによる家族

構成や地域性の変化などで、学校での学習の機会がなければ、中学生でも８０歳を超える

高齢者と直に接したことがないといった状況が珍しくなくなっている現状もある。 

本研究では中学生を対象に、幼少期からの高齢者イメージ生成プロセスはどういった情

報から形成されるのか、更にそこに高齢者施設への訪問経験という実体験がどのように影

響しそれがどういった変化をもたらすのか、といったプロセスの解明を目的とし、高齢者に対

し偏見のない理解を印象付ける一助となる資料ともなりえることを期待した。 

Ⅱ．研究方法 

調査対象者を、「高齢者施設への訪問経験があり、本人および保護者から研究協力の

同意が得られた中学生」とした。桜美林大学倫理委員会の承認（受付番号 12033）を得たう

えで、中学校長から該当者の紹介を受け、その中学生本人およびその保護者にあてて、

調査協力の依頼を書面にて行った。そして、同意を得られた 9 名に半構造化面接法

にて面接調査を実施した。インタビュー内容の録音は、開始時に対象者の同意を最

終確認し、同意を得たうえで後に逐語録化した。なお、調査対象者が未成年であるこ

とも加味し、調査対象者の不利益を回避している。 

分析方法は Modified Grounded Theory Approach（M-GTA）を用いて行った。 

Ⅲ．結果 

    9 名分の逐語録から、27 の概念を生成し、それらから 6 つのサブカテゴリー、5 つのコアカ

テゴリーを生成した。分析の結果から、日々の中で【訪問経験前の漠然とした高齢者イメー

ジ】を無意識に構築し、【漠然と形成されたイメージを変えるきっかけ】を得ることで【施設訪

問経験によるイメージの修正】を経て、【高齢者のとらえ方の変化】をもたらすことが示された。

しかし、老化という生物学的変化を中学生期においては自分の未来としてとらえることがで

きない【変わらない気持ち】という側面も存在する、というストーリーラインの構成に至った。 

Ⅳ．考察 

    高齢者のイメージを調査した先行研究で明らかになっていた、高齢者に対するネガティブ

なステレオタイプの存在を確認することができた。そして、現代においてそのステレオタイプ

を形成しているのはマスメディアの影響が非常に大きいことから、その修正を行う学習は課

題であるといえた。そして、施設への訪問の経験は、高齢者イメージに対してそれまでの漠

然としたネガティブなものから、リアリティを伴ってポジティブな方向へイメージを変化させる

作用があることが確認された。 

これらのことから、施設と教育機関における協働の重要性が示唆されているが、双方に

とって、現状では課題となることが山積している。 

今回提示したグラウンデット・セオリーも、応用者（ここでは教員や施設で対応

する職員にあたる）によって実践の場で修正され、応用されることが求められる。

そして、高齢者に対する理解は広義において、日本の高齢化社会を支えてゆく基盤

となりえる思考の礎となる。更なる調査と分析によりこのグラウンデット・セオリー

が発展することを望む。 
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